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平
成
23
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
に
つ
い
て

○
平
成
23
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
は

　

�

月
額
１
５
０
２
０
円
で
す
。
保
険
料
は

納
付
期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
書
に
よ
り

現
金
で
納
め
る
方
法
と
、
口
座
振
替
に
よ

り
納
め
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　

通
常
、
口
座
振
替
は
納
付
対
象
月
の
翌

月
末
に
口
座
か
ら
引
き
落
と
さ
れ
ま
す

が
、
申
出
に
よ
り
、
当
月
末
に
口
座
振
替

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
当
月
末
の
口
座
振
替
【
早
割
】

　

保
険
料
を
当
月
末
の
口
座
振
替【
早
割
】

に
す
る
と
月
々
50
円
（
年
間
６
０
０
円
）

の
お
得
で
す
。

◎�

原
則
と
し
て
、
初
め
て
口
座
振
替
を
申

し
込
ま
れ
た
方
の
初
回
の
振
替
は
、
前

月
分
（
割
引
な
し
）
と
当
月
分
（
50
円

割
引
）
の
２
か
月
分
の
保
険
料
を
引
落

と
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
の
後

は
当
月
分
（
50
円
割
引
）
の
１
か
月
分

の
引
き
落
と
し
と
な
り
ま
す
。

※�

月
末
が
休
日
の
場
合
は
、
金
融
機
関
の

翌
営
業
日
が
引
落
日
と
な
り
ま
す
。

【
お
申
し
込
み
方
法
】

　

口
座
振
替
申
出
書
に
必
要
事
項
を
記

入
・
押
印
（
金
融
機
関
の
届
出
印
）
し
、

お
近
く
の
年
金
事
務
所
、
役
場
住
民
課
、

各
振
興
事
務
所
、
ま
た
は
金
融
機
関
窓
口

に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

※�

従
来
か
ら
口
座
振
替
で
毎
月
納
付
い
た

だ
い
て
い
る
方
も
、【
早
割
】
に
変
更

さ
れ
る
場
合
は
、
あ
ら
た
め
て
申
込
が

必
要
で
す
。

○
前
納
割
引
（
現
金
・
口
座
振
替
）

　

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
１
年
分
ま
た

は
一
定
期
間
分
を
一
括
し
て
納
め
る
こ
と

（
前
納
）
が
で
き
ま
す
。

　

現
金
納
付
で
１
年
分
を
前
納
さ
れ
ま
す

と
納
付
額
１
７
７
０
４
０
円
で
３
２
０
０

円
の
割
引
と
な
り
、
口
座
振
替
で
１
年
分

を
前
納
さ
れ
ま
す
と
１
７
６
４
６
０
円
で

３
７
８
０
円
の
割
引
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
現
金
納
付
で
半
年
分
を
前
納

さ
れ
ま
す
と
納
付
額
８
９
３
９
０
円
で

７
３
０
円
の
割
引
と
な
り
、
口
座
振
替
で

半
年
分
を
前
納
さ
れ
ま
す
と
８
９
１
０
０

円
で
１
０
２
０
円
の
割
引
と
な
り
ま
す
。

○「
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
」に
つ
い
て

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
は
被
保
険
者

ご
自
身
か
ら
事
前
に
お
申
し
込
み
い
た
だ

き
、
以
後
、
継
続
的
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
会
社
が
立
替
納
付
を
行
う
も
の
で
す
。

（
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
提
示
さ
れ
、直
接

納
付
い
た
だ
く
方
法
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
を
ご
希
望
の

場
合
は
、
お
近
く
の
年
金
事
務
所
、
ま
た

は
役
場
住
民
課
窓
口
へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
な
お
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付

で
は
口
座
振
替
に
よ
る
毎
月
振
替
【
早
割
】

は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場
住
民
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１

 

保
険
料
の
免
除
制
度

　

保
険
料
の
納
付
に
困
っ
た
ら
免
除
制
度

が
あ
り
ま
す
。次
の
３
つ
の
制
度
を
利
用
し

て
い
た
期
間
は
、年
金
受
給
の
た
め
に
必
要

な
期
間
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。未
納

の
ま
ま
に
せ
ず
、必
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
納
付
が
困
難
な
方
に
は

　

該
当
す
る
人
が
届
け
出
る
こ
と
で
免
除

と
な
る｢

法
定
免
除｣

と
、
申
請
し
て
認

め
ら
れ
れ
ば
免
除
と
な
る｢

申
請
免
除｣

の
２
種
類
の
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

申
請
免
除
は
、災
害
や
失
業
、経
済
的
な

事
情
な
ど
で
納
付
が
困
難
な
人
を
対
象
と

し
、保
険
料
の
全
額
又
は
一
部（
４
分
の
１
・

半
額
・
４
分
の
３
）が
免
除
と
な
り
ま
す
。

○
30
歳
未
満
の
方
に
は

　

同
居
し
て
い
る
世
帯
主
の
所
得
に
か
か
わ

ら
ず
、本
人
と
配
偶
者
の
所
得
が
一
定
以
下

の
20
歳
以
上
30
歳
未
満
の
人
は
、申
請
に
よ

り
保
険
料
の
納
付
を
後
払
い
に
で
き
ま
す
。

※�

単
身
の
場
合
57
万
円
（
収
入
ベ
ー
ス
で

１
２
２
万
円
）
が
目
安
で
す

○
学
生
の
方
に
は

　

本
人
の
所
得
が
一
定
以
下
の
学
生
は
、

申
請
に
よ
り
在
学
期
間
中
の
保
険
料
を
後

払
い
で
き
ま
す
。

※�

所
得
の
目
安
は
１
１
８
万
円
＋
扶
養
親

族
の
数
×
38
万
円
で
計
算
し
た
額
以
下

で
あ
る
場
合

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

大
垣
年
金
事
務
所

　

℡
０
５
８
４

－

７
８

－

５
１
６
６

　

揖
斐
川
町
役
場
住
民
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１

 

平
成
23
年
度
軽
自
動
車
税
の

�

減
免
申
請
に
つ
い
て

　

町
で
は
、身
体
あ
る
い
は
精
神
に
障
が
い
の

あ
る
方
が
障
が
い
を
克
服
し
、健
全
な
社
会
生

活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、身
体
障
害
者

手
帳
、戦
傷
病
者
手
帳
、療
育
手
帳
な
ど
を
お

持
ち
の
方
が
所
有
さ
れ
る
軽
自
動
車
な
ど（
身

体
障
が
い
者
の
方
で
年
齢
18
歳
未
満
の
方
と

生
計
を
一
緒
に
す
る
方
が
所
有
す
る
軽
自
動
車

な
ど
を
含
む
）で
、一
定
の
要
件（
障
が
い
の
程
度

な
ど
）に
該
当
す
る
場
合
は
、申
請
に
よ
り
軽
自

動
車
税
の
減
免
措
置
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
減
免
で
き
る
の
は
普
通
自
動

車
も
し
く
は
軽
自
動
車
の
う
ち
い
ず
れ
か

１
台
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、役
場
で
申
請
で
き
る
の
は
軽
自

動
車
税（
原
動
機
付
自
転
車
な
ど
含
む
）の

減
免
申
請
で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
揖
斐
川
町
役
場
税
務
課
も

し
く
は
各
振
興
事
務
所
税
務
担
当
へ
お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場
税
務
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１

 

タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
大
会
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
！

　

揖
斐
川
町
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
連
盟
で
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は
、次
の
と
お
り
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ

ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま
す
。タ
ー
ゲ
ッ
ト

バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
は
手
軽
で
安
全
な
ス
ポ
ー
ツ

で
す
。皆
さ
ん
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

４
月
17
日（
日
）８
時
30
分
～

■
場
所　

岡
島
や
な
下
流
の
芝
生
広
場

■
対
象　

高
校
生
以
上

■
参
加
費　

１
人
１
０
０
０
円（
当
日
徴
収
）

■
お
申
し
込
み
方
法　

４
月
12
日（
火
）

ま
で
に
、
揖
斐
川
健
康
広
場
か
揖
斐
川
町

中
央
公
民
館
に
あ
る
申
込
書
に
記
載
し

て
、
揖
斐
川
健
康
広
場
ま
た
は
揖
斐
川
町

中
央
公
民
館
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】　

　

教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１

 

就
業
支
援
講
習
会
開
催
！

　

母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
を
対
象
に
、
就

業
を
支
援
す
る
た
め
の
講
習
会
（
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
２
級
講
習
、
医
療
事
務
講
習
）

を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

■
種
目
種　

ヘ
ル
パ
ー
２
級
講
習

　
　
　
　
　

医
療
事
務
講
習

■
対
象
者　

母
子
家
庭
の
母
等

�

（
父
子
家
庭
は
除
く
）

■
受
講
料　

無
料

�

（
た
だ
し
教
材
費
は
本
人
負
担
）

■
申
込
日　

５
月
２
日（
月
）～
18
日（
水
）

■
申
込
先　

西
濃
振
興
局
揖
斐
事
務
所
福
祉
課

■
面
接
日　

６
月
16
日（
木
）10
時
～
16
時

■
面
接
会
場　

揖
斐
事
務
所

　

抽
選
に
よ
り
受
講
者
を
決
定
し
ま
す
の

で
、
受
講
決
定
通
知
書
は
面
接
日
に
お
渡

し
し
ま
す
。
ま
た
、
受
講
者
に
は
、
母
子

家
庭
の
母
等
の
就
業
を
支
援
す
る
「
母
子

自
立
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
策
定
事
業
」
に
ご

協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

岐
阜
県
母
子
家
庭
等
就
業
・

�

自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
５
８

－

２
６
８

－

２
５
６
９

 

町
立
保
育
所
の
名
称
が
変
わ
り
ま
す

　

４
月
１
日
か
ら
次
の
と
お
り
町
立
保
育

所
の
名
称
が
変
更
と
な
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場
子
育
て
支
援
課　

　

℡
２
２

－

２
１
１
１

 

各
種
手
当
の
額
が
変
わ
り
ま
す

　

今
年
１
月
28
日
に
公
表
さ
れ
た
平
成
22

年
全
国
消
費
者
物
価
指
数
の
実
績
値
（
対

前
年
比
で
0.7
パ
ー
セ
ン
ト
下
落
）
に
基
づ

き
、
４
月
１
日
か
ら
次
の
と
お
り
各
種
手

当
の
額
が
変
更
と
な
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場
社
会
福
祉
課
ま
た
は

　

子
育
て
支
援
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１

 

西
濃
環
境
整
備
組
合
の
可
燃
ご
み

処
理
手
数
料
の
改
正
に
つ
い
て

�
（
お
知
ら
せ
）

　

廃
棄
物
の
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
き

ま
し
て
ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

西
濃
環
境
整
備
組
合
ご
み
焼
却
施
設
で

は
、
搬
入
さ
れ
た
可
燃
ご
み
を
安
全
で
衛

生
的
に
最
少
経
費
で
処
理
す
る
こ
と
に
努

め
て
ま
い
り
ま
し
が
、
近
年
の
ご
み
処
理

に
か
か
る
経
費
の
高
騰
に
対
応
す
る
た

め
、
ご
み
処
理
手
数
料
を
見
直
し
、
最
小

計
量
単
位
を
小
さ
く
す
る
こ
と
に
よ
る
料

金
の
適
正
化
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　

利
用
者
の
方
々
に
は
、応
分
の
負
担
を

お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、ご
理

解
の
う
え
、今
後
と
も
、廃
棄
物
の
減
量
・

リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※�

こ
の
処
理
手
数
料
は
、
可
燃
ご
み
を
直

接
西
濃
環
境
整
備
組
合
に
持
っ
て
い
く

場
合
に
必
要
な
手
数
料
で
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

西
濃
環
境
整
備
組
合

　

℡
３
２

－

４
１
５
３

名称変更の内容
変更前 変更後

谷汲保育園 たにぐみ幼児園

長瀬保育園 ながせ幼児園

かすが保育園 かすが幼児園

久瀬保育園 くぜ幼児園

藤橋保育園 ふじはし幼児園

坂内保育園 さかうち幼児園
※�いび幼児園、やまと幼児園、きたがた幼児園、
きよみず幼児園、おじま幼児園については変更
ありません。

手当の種類と金額（1か月当り）
手当の種類 平成22年度 平成23年度

児童扶養手当（全部支給） 41,720 円 41,550 円

児童扶養手当（一部支給） 41,710 円
～ 9,850 円

41,540 円
～ 9,810 円

特別児童扶養手当（１級） 50,750 円 50,550 円

特別児童扶養手当（２級） 33,800 円 33,670 円

特別障害者手当 26,440 円 26,340 円

障害児福祉手当 14,380 円 14,330 円

福祉手当（経過措置分） 14,380 円 14,330 円

ご
み
処
理
手
数
料

施
行
日

改
正
前
１
０
０
キ
ロ
グ
ラ
ム

ご
と
に
９
０
０
円

平
成
18
年

７
月
１
日

改
正
後
10
キ
ロ
グ
ラ
ム
ご
と

に
１
０
０
円

平
成
23
年

４
月
１
日
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町
営
住
宅
入
居
者
募
集

　

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

六
合
住
宅　

　

・
所
在　

揖
斐
川
町
春
日
六
合

　

・
募
集
戸
数　

１
戸

　

・
建
設
年
度　

平
成
12
年
度

　

・
中
層
耐
火
構
造
３
階
建　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

　

・
駐
車
場　

２
台

　

・
家
賃　

２
５
５
０
０
円
～

■
敷
金　

家
賃
の
３
か
月
分

■
入
居
条
件

　

・
所
得
条
件
あ
り

　

・�

現
在
同
居
、ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す

る
親
族（
婚
約
者
含
む
）が
あ
る
こ
と
。

　

・�

市
町
村
民
税
お
よ
び
こ
れ
に
準
ず
る

納
付
金
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

　

・�

そ
の
他　

家
賃
の
他
に
共
益
費
（
上

下
水
の
使
用
料
・
共
用
部
分
の
電
気

料
な
ど
）
が
必
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間　

　

４
月
１
日（
金
）～
４
月
15
日（
金
）

■
入
居
予
定
日

　

平
成
23
年
５
月
下
旬
を
予
定

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場
建
設
課　

　

℡
２
２

－
２
１
１
１
（
内
線
３
１
３
）

 

徳
山
ダ
ム
物
産
販
売
所
出
展
者
募
集

　

今
年
度
も
、
徳
山
ダ
ム
サ
イ
ト
に
揖
斐

川
町
の
農
産
物
、
特
産
品
の
販
売
所
を
開

設
し
ま
す
。

　

主
な
出
展
要
綱
は
次
の
と
お
り
で
す
。

出
展
を
希
望
さ
れ
る
方
、
興
味
の
あ
る
方

は
、
揖
斐
川
町
農
業
委
員
会
事
務
局
特
産

品
販
売
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
開
設
日
時

　

４
月
29
日
～
11
月

　

９
時
～
16
時

■
出
展
に
か
か
る
条
件

　

・
揖
斐
川
町
民
で
あ
る
こ
と

　

・�

出
品
物
は
揖
斐
川
町
の
農
産
物
・
特

産
品
で
あ
る
こ
と

　

・
売
り
上
げ
報
告
を
す
る
こ
と

■�
出
展
者
　
出
展
申
込
書
を
提
出
し
、
出

展
許
可
証
を
受
け
取
け
取
ら
れ
た
方

■
町
よ
り
貸
与
す
る
物

　

販
売
台
、
い
す
、
冷
蔵
庫
、
電
源

■
出
展
料　

無
料

■�

そ
の
他　

水
道
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

水
が
必
要
な
方
は
持
参
願
い
ま
す
。

　

�　

酒
類
、
生
肉
、
生
魚
介
類
の
販
売
は

で
き
ま
せ
ん
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
農
業
委
員
会
事
務
局

特
産
品
販
売
係

　

℡
２
２

－

２
１
１
１

 

「
認
知
症
」
を
知
ろ
う
！

　

２
月
18
日（
金
）、
揖
斐
北
方
地
区
の
反

原
多
目
的
セ
ン
タ
ー
で
、
い
き
い
き
サ
ロ

ン
「
元
気
会
」
が
開
催
さ
れ
、「
認
知
症

予
防
講
座
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、

①�

認
知
症
は
、何
を
食
べ
れ
ば
、良
く
な
る
？

②�

よ
く
物
忘
れ
す
る
の
は
、認
知
症
で
す
か
。

な
ど
の
、
話
が
で
ま
し
た
。

　

久
瀬
診
療
所
長
吉
村
医
師
か
ら
、「『
認

知
症
』で
介
護
が
必
要
に
な
る
方
は
、年
々

増
え
て
い
ま
す
。症
状
に
気
づ
く
こ
と
が
で

き
る
の
は
、身
近
な
家
族
や
近
隣
の
方
々

が
多
い
で
す
。地
域
で
支
え
合
う
に
は
、日

ご
ろ
か
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と

て
も
大
切
で
す
。」な
ど
、具
体
的
な
症
状

の
説
明
や
、ア
ド
バ
イ
ス
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
で
は
、様
々
な
地
域
で「
認
知
症
を

知
ろ
う
」と
題
し
て
、講
座
を
開
催
し
て
い

ま
す
。ま
た
、介
護
相
談
を
は
じ
め
、介
護

予
防
に
つ
い
て
の
教
室
も
お
こ
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡
２
３

－

１
３
４
１

 

布
ぞ
う
り
・
竹
と
ん
ぼ
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

町
内
鶴
見
地
区
の
藤
橋
歴
史
民
俗
資
料

館
で
は
、
昔
の
生
活
・
遊
び
体
験
と
し
て
、

布
ぞ
う
り
と
竹
と
ん
ぼ
作
り
を
開
催
し
ま

す
。

　

昔
の
人
の
生
活
や
遊
び
道
具
を
、
身
近

に
あ
る
材
料
で
作
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

■�

開
催
日　

４
月
29
日（
金
・
祝
）、
５

月
３
日（
火
・
祝
）～
５
月
５
日（
木
・
祝
）

■
場
所　

藤
橋
歴
史
民
俗
資
料
館

■�

お
申
し
込
み　

当
日
、
藤
橋
歴
史
民
俗

資
料
館
に
て
受
付
い
た
し
ま
す
。（
10

時
～
15
時
）
布
ぞ
う
り
、
竹
と
ん
ぼ
先

着
各
５
人
。
事
前
予
約
不
可
。

■
料
金　

２
０
０
円
（
材
料
費
と
し
て
）

　

�　

施
設
の
入
場
料
は
別
途
必
要
に
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

藤
橋
城
・
西
美
濃
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
係

　

℡
５
２

－

２
６
１
１

 

（
社
）揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

こ
ん
に
ち
は
！
揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
で
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、会
員
が
、長
年
培
っ

た
豊
富
な
経
験
や
特
技
を
活
か
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
得
意
分
野
で
お
仕
事
を
お
引
き
受

け
し
て
い
ま
す
。

親
切
・
丁
寧
・
信
頼
を
モ
ッ
ト
ー
に

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
次
の
よ
う
な
仕
事

を
お
引
き
受
け
し
て
い
ま
す
。

☆
草
刈
り
・
草
取
り

☆
家
の
掃
除

☆
家
事
援
助

☆
病
院
の
付
添

☆
畑
仕
事

☆
庭
木
の
剪
定

☆
障
子
・
襖
張
り

☆
ハ
ガ
キ
の
宛
名
書
き
等

　

詳
し
く
は
、
当
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
気
軽

に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
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【
入
会
の
ご
案
内
】

　

町
内
に
お
住
い
の
健
康
で
働
く
意
欲
の

あ
る
60
歳
以
上
の
方
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た

で
も
入
会
で
き
ま
す
。（
年
会
費
と
し
て

２
０
０
０
円
が
必
要
で
す
）

　

健
康
と
生
き
が
い
の
た
め
に
、
ま
た
特

技
・
資
格
を
活
か
し
て
地
域
に
貢
献
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
月
入

会
説
明
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

☆
事
業
お
よ
び
入
会
説
明
会　

　
（
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
）

　

４
月
25
日（
月
）
10
時
～
11
時
30
分

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
福
祉
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
内

　

揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

平
日（
月
～
金
曜
日
）８
時
30
分
～
17
時

　

℡
２
３

－

０
９
０
７

 

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
！

　

国
際
協
力
機
構（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）は
、世
界
の

開
発
途
上
国
で
現
地
の
人
々
と
同
じ
生
活
を

し
な
が
ら
、と
も
に
働
き
、国
づ
く
り
に
貢
献

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
募
集
期
間

　

４
月
１
日（
金
）
～
５
月
16
日（
月
）

◎
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

�

「
体
験
談
＆
説
明
会
」
開
催

■
日
時　

４
月
23
日（
土
）18
時
30
分
～

■
場
所　

県
民
ふ
れ
あ
い
会
館
３
０
２
大
会
議
室

　

説
明
会
で
は
、
帰
国
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
か
ら
現
地
の
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　
（
社
）青
年
海
外
協
力
協
会
中
部
支
部

　

℡
０
５
２

－

４
５
９

－

７
２
２
９

 

地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
研
修
会

IN
�IB
IG
A
W
A

開
催
の
お
知
ら
せ

　

揖
斐
郡
北
西
部
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
「
山

び
こ
の
郷
」（
東
津
汲
）内�

地
域
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
研
修
会
実
行
委
員
会
で
は
、「
地

域
で
そ
の
人
ら
し
く
生
き
る
た
め
に
は
」を

テ
ー
マ
に
研
修
会
を
お
こ
な
い
ま
す
。

■
目
的

　

・�
地
域
で
暮
ら
す
人
々
の
介
護
や
生
活
、

支
援
を
考
え
る
。

　

・�

各
地
域
の
住
民
同
士
の
情
報
交
換
の

場
を
作
る
。

■
日
時　

５
月
28
日（
土
）
13
時
～

■
会
場　

久
瀬
公
民
館
（
西
津
汲
）

　

※
参
加
に
は
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

■
申
し
込
み
期
限　

４
月
30
日（
土
）

　

皆
さ
ん
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
せ
先
】　

　

�

揖
斐
郡
北
西
部
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
山

び
こ
の
郷
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

研
修
会
実
行
委
員
会

　

℡
５
４

－

２
２
３
１

 

第
８
期
「
山や

ま

郷ぐ

に

倶
楽
部
」

�

会
員
募
集
の
お
知
ら
せ

　

揖
斐
川
流
域
に
生
活
さ
れ
て
い
る
方
々

に
、
揖
斐
川
上
流
域
の
山
間
部
で
生
活
さ

れ
て
い
る
人
々
の
暮
ら
し
や
文
化
に
直
接

触
れ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
そ
の
交
流

を
通
じ
て
山
と
水
の
関
わ
り
や
、
水
源
地

保
全
お
よ
び
防
災
の
大
切
さ
を
学
習
す
る

「
山
郷
倶
楽
部
」
の
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
活
動
予
定
日

　

第
１
回　

６
月
15
日（
水
）

　

第
２
回　

７
月
20
日（
水
）

　

第
３
回　

９
月
28
日（
水
）

　

第
４
回　

10
月
26
日（
水
）

■
活
動
範
囲

　

�

揖
斐
川
町
内
（
久
瀬
地
域
・
藤
橋
地
域
・

坂
内
地
域
）

　

本
巣
市
内
（
根
尾
地
域
）

■�

活
動
内
容
　
土
砂
災
害
現
場
・
砂
防
施

設
・
ダ
ム
施
設
等
の
見
学
、
紙
す
き
・

そ
ば
打
ち
な
ど
の
体
験
、
文
化
財
な
ど

の
見
学

　

※�

活
動
予
定
は
、
変
更
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

■�

募
集
対
象
者　

揖
斐
川
、
根
尾
川
流
域

に
お
住
ま
い
の
方
で
、
す
べ
て
の
活
動

に
参
加
で
き
る
方

■
募
集
人
員　

20
人

■�
費
用　

集
合
場
所
ま
で
の
交
通
費
、
昼

食
、
体
験
に
必
要
な
費
用
は
参
加
者
負

担
に
な
り
ま
す
。

■
集
合
場
所

　

越
美
山
系
砂
防
事
務
所（
極
楽
寺
１
３
７
）

■
お
申
し
込
み
先

　

〒
５
０
１

－

０
６
０
５

　

揖
斐
郡
揖
斐
川
町
極
楽
寺
１
３
７
番
地

　

国
土
交
通
省
越
美
山
系
砂
防
事
務
所

　
「
山
郷
倶
楽
部
会
員
募
集
」
係

■�

申
し
込
み
方
法　

往
復
は
が
き
に
、
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号
・

応
募
動
機
を
明
記
し
て
、
４
月
28
日

（
木
）ま
で
に
、お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

国
土
交
通
省
越
美
山
系
砂
防
事
務
所
総
務
課

　

℡
２
２

－

２
１
６
１

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.cbr.m

lit.go.jp/etsum
i/

 

岐
阜
県
西
濃
県
税
事
務
所

�

か
ら
の
お
知
ら
せ

◆
揖
斐
県
税
窓
口
コ
ー
ナ
ー
の
ご
案
内

■
場
所　

岐
阜
県
揖
斐
総
合
庁
舎　

４
階

�

（
上
南
方
１

－

１
）

■
開
設
時
間　

　

３
月
31
日（
木
）
ま
で

　
　

９
時
～
12
時
、
13
時
～
16
時

　

４
月
１
日（
金
）か
ら

　
　

９
時
～
12
時
、
13
時
～
15
時
45
分

■
業
務
内
容

　

・
県
税
に
関
す
る
納
税
証
明
書
の
交
付

　

・
県
税
の
収
納

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

岐
阜
県
西
濃
県
税
事
務
所
管
理
収
納
担
当

　

℡
０
５
８
４

－

７
３

－

１
１
１
１（
代
）

�

（
内
線
２
４
３
～
２
４
５
）

　

揖
斐
県
税
窓
口
コ
ー
ナ
ー

　

℡
２
３

－

１
１
１
１
（
代
）

�

（
内
線
２
１
７
）
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こ
の
度
、
次
の
方
が
長
寿
者
褒
賞
を

受
け
ら
れ
、
長
寿
の
お
祝
い
と
褒
賞
金

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

小お

椋ぐ
ら　

雪ゆ
き

子こ

さ
ん（
市
場
）

�

２
月
28
日　

100
歳

　

藤ふ
じ

原は
ら　

シ
ヅ
エ
さ
ん（
春
日
小
宮
神
）

�

２
月
23
日　

95
歳

　

皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
長

生
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

寿
長
ご

さ
ん

今
月
の

◇
揖
斐
川
町
役
場
へ

　

２
月
25
日（
金
）、
税
理
士
法
人
い
び

会
計
セ
ン
タ
ー
代
表
社
員
国く

に

枝え
だ

宗む
ね

徳の
り

さ

ん
よ
り
、
寄
付
金
20
万
円
を
揖
斐
川
町
庁

舎
周
辺
の
緑

化
事
業
の
た

め
に
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

◇
揖
斐
川
尚
和
園
へ

　

林
は
や
し

良よ
し

夫お

さ
ん（
北
方
）

　

タ
オ
ル

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◇
揖
斐
川
尚
和
園
へ

　

奥お
く

富と
み

美み

智ち

代よ

さ
ん（
池
田
町
）

　

大
根
・
ね
ぎ

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◇
揖
斐
川
尚
和
園
へ

　

横よ
こ

平ひ
ら

猛
た
け
し

さ
ん（
北
方
）

　

洗
剤

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◇
揖
斐
川
尚
和
園
へ

　

細ほ
そ

川か
わ

博
ひ
ろ
し

さ
ん（
大
野
町
）

　

ほ
う
れ
ん
草

　

あ
り
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　山麓や草地に自生する多年性のユリ科植物です。

　葉は細長い線状で、根茎から多数が出ています。この葉の形が細長いので「蛇の髭」や「竜の髭」と呼ばれる所以です。

ジャノヒゲは常緑性のために公園、庭園、垣根沿いなどに広く植えられています。中でも葉の短い品種（チャボジャノ

ヒゲ）はカバークロップ植物として汎用されています。東南アジアの原産ですが今では世界各地で栽培されています。

　ジャノヒゲの根茎からは沢山の髭根が出ています。その髭根には所々に蛇が卵を飲み込んだように、膨れた部分が

あります。この部分は栄養分を蓄える部分です。この塊根の部分を切り取り調整したものが生薬の「麦
ばく

門
もん

冬
どう

」です。

麦門冬は冬から春先にかけて採取します、最も貯蔵物質を含み塊根が膨らんだ頃は春先です。採取は塊根部分を切り

取り、残りは再び植えておきます。塊根はよく水洗いして乾燥しますが、一度天日で半乾して、半日ほど水に浸けます。

柔らかくなった頃に芯を抜き再度天日で今度は充分に乾燥します。芯を抜かないで乾燥さ

せたものでも効き目はあります。

　麦門冬は漢方薬の重要な原料生薬です。薬効は滋養、強壮、咳止め、痰切り、利尿、催

乳などが知られていますから、風邪や喘息、百日咳気管支カタル、声の嗄れ、糖尿病、リュ

ウマチなどに用いられます。とくに老人や病後で体力が衰えている人が風邪を引いたとき

に穏やかな効き目があります。用い方は刻んだ麦門冬を一日量 10～ 12 グラムを水 500

ミリリットルで煎じます。なお半量まで煮詰めて布で漉してから煎じ液を 3回に分けて

食間に服用します。滋養強壮の目的の場合は麦門冬と同量の蜂蜜を加えて、煎じて用いま

す。� （岐阜薬科大学名誉教授　水野瑞夫）

いびがわ　特産品シリーズ ジャノヒゲ（ユリ科）
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揖斐川町は、住宅建築および改修を支援し、定住化を促進します。
平成23年度から定住促進奨励金制度が拡充されます！

新築住宅建設等奨励金制度が緩和されます。

現行制度は、町内に住宅を新築または新築住宅を購入し、入居した場合に奨励金が交付されます。

◎�奨励金制度の内容　奨励金10万円（ただし、町内の建築業者と契約した場合さらに 10万円。また、
町内産の木材を使用した場合はさらに 10万円〈最高 30万円〉）

《制度緩和の主な内容》
①平成 23年４月からは、既存住宅の建て替えも対象となります。
　※�また、平成21～22年度中に住宅を新築または新築住宅を購入もしくは建て替えをおこなった方（完成
および入居された方）も、平成 23年度中に奨励金交付申請手続きをおこなえば、交付対象となります。

②�町外からの転入者（町内に住民登録し、入居した方）については、基本額の 10万円に同額を加算して 20
万円を交付します。

住宅改修等奨励金制度を追加します。

☆平成 23年度から既存住宅の改修工事等をする場合に、その経費の一部を助成します。
【交付対象となる住宅】
　建築後１年以上経過し、自己が居住している住宅
【交付対象となる工事】
　住宅の修繕、補修、改築、増築、模様替えなど工事に要する経費（消費税含む）が 50万円以上である工事。
　※設備（備品）の購入や修繕は対象になりません。
【奨励金の額】
　対象工事に要する経費の 100 分の５相当。（上限５万円）
　町外からの転入者（町内に住民登録し、入居した方）は、奨励金に同額が加算されます。（上限 10万円）

詳しくは、揖斐川町役場政策広報課までお問い合せください。
【お問い合せ先】揖斐川町役場政策広報課　℡22－2111

税務職員募集（大学卒業程度）

職 種 国税専門官

受 験 資 格

①昭和 57年 4月 2日～平成 2年 4月 1日生まれの者
②平成 2年 4月 2日以降生まれの者で次に掲げる者
　・大学を卒業した者及び平成 24年 3月までに卒業する見込みの者
　・人事院が上記に掲げる者と同等の資格があると認める者

申 込 期 間 4月 1日（金）～ 4月 14日（木）

試 験 日 第１次試験　6月 12日（日）
第２次試験　7月 19日（火）から 7月 26日（火）までのいずれか指定する日

お問い合せ先 名古屋国税局人事第二課試験係　℡ 052－951－3511（内線 3450）
国税庁ＨＰ（http://www.nta.go.jp）

国税専門官採用試験受験者募集案内
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地�

域 月　日 実 施 場 所 実 施 時 間

揖
斐
川

4月13日
（水）

永公民館前 � 9：30～ 10：30

和田公会堂前 10：50～ 11：30

市場研修センター前 13：00～ 13：30

上野地区公民館前 13：50～ 14：20

4月14日
（木）

小柳公民館前 � 9：20～� 9：50

清水公民館前 10：10～ 11：00

下新町会館前 11：20～ 11：50

JA 小島支店前 13：00～ 14：00

4月15日
（金）

大和公民館前 � 9：40～ 10：30

JA 大和支店北方出張所裏 10：50～ 11：40

揖斐川町役場駐車場 13：00～ 14：00

春　

日
4月21日
（木）

滝集会所付近 10：00～ 10：15

樫多目的集会所付近 10：20～ 10：25

上ヶ流製茶工場前 10：30～ 10：40

下ヶ流多目的集会所前 10：45～ 11：05

香六班消防車庫前 11：10～ 11：25

春日公民館 11：30～ 12：00

高齢者コミュニティセンター 13：00～ 13：55

中山バス停付近 14：05～ 14：10

初若バス停付近 14：20～ 14：25

古屋バス停付近 14：30～ 14：35

春日振興事務所前 14：50～ 15：00

藤　
橋
4月22日
（金） 藤橋振興事務所　駐車場 13：30～ 14：30

地�
域 月　日 実 施 場 所 実 施 時 間

谷　

汲

4月25日
（月）

深根地区活性化支援センター前 � 9：10～� 9：30

大洞地区農林漁家婦人活動施設前 � 9：40～ 10：05

中名礼公民館前 10：15～ 10：55

谷汲振興事務所車庫前 11：05～ 11：50

上神原トレイルセンター前 13：20～ 13：40

西部文化会館（横蔵診療所）前 13：50～ 14：20

4月26日
（火）

赤石地区集落農事集会所前 � 9：30～� 9：40

旧名鉄長瀬駅前 � 9：45～ 10：15

東部文化会館前 10：20～ 10：50

沖野公民館前 10：55～ 11：05

岐礼多目的集会所前 11：10～ 11：35

高科地区活性化支援センター前 11：40～ 11：55

久　

瀬
4月21日
（木）

公正公民館前 � 9：20～ 10：00

大西精工前 10：05～ 10：15

外津汲集会場前 10：20～ 10：30

日坂公民館前 10：50～ 11：15

樫原集会場前 11：30～ 11：40

小津公民館前 13：20～ 13：50

久瀬振興事務所前 14：00～ 14：30

坂　

内
4月22日
（金）

諸家三叉路 � 9：40～� 9：55

坂西集会場前 10：05～ 10：15

坂本生活改善センター前 10：20～ 10：35

川上集会場前 10：55～ 11：10

広瀬集会所前 11：25～ 11：40

広東公民館前 11：45～ 12：00

■平成23年度犬の登録と狂犬病予防接種のおしらせ
　狂犬病予防法により、飼い犬には、生涯１回の登録と年１回の狂犬病予防注射の接種が義務づけられています。

　揖斐川町におきましては、次の日程で、犬の登録と狂犬病予防注射を実施します。飼い主の方は最寄りの会場で

受けてください。

　昨年、愛犬の注射をされた飼い主の方には、別途はがきでご案内しますので、当日必ずご持参ください。

◎�飼い主・住所など登録事項の変更や、犬が死亡したときは、事前に変更届を出してください。

　�鑑札・注射済票をお持ちの上、揖斐川町役場生活環境課または各振興事務所地域振興課までお越しください。

◎�会場などでのフンは、飼い主が始末してください。

◎�対象犬　　生後 91日以上の全ての犬（室内犬、小型犬問わず）

◎�料　金　　新規登録　１頭あたり 6,070 円（新規登録料：3,000 円＋注射料金：3,070 円）

　�　　　　　登録済犬　１頭あたり 3,070 円（注射料金のみ）

【お問い合せ先】揖斐川町役場 �生活環境課　℡ 22－2111� 谷汲振興事務所�地域振興課　℡ 55－2111

� 春日振興事務所�地域振興課　℡ 57－2111� 久瀬振興事務所�地域振興課　℡ 54－2111

� 坂内振興事務所�地域振興課　℡ 53－2111� 藤橋振興事務所�地域振興課　℡ 52－2111


